
コロナを踏まえた最近の状況等について（東急電鉄）

東急電鉄株式会社 城石文明
2020年10月26日

新型コロナウイルスが鉄道輸送と都市構造に及ぼす影響に関するシンポジウム
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東急線の輸送状況

定期 定期外 合計

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
０％

全駅乗降人員（終日）対前年度比較

※連休等を考慮した補正あり▲75％

緊急事態宣言 緊急事態宣言解除

▲30％前後で推移

田園都市線時間帯別輸送状況（目視調査）

7:50 8:50

定期券利用者の減少（9月）
減少数 減少率

1 渋谷 1 駒沢大学
2 横浜 2 二子玉川
3 日吉 3 大崎広小路
4 武蔵小杉 4 尾山台
5 溝の口 5 大岡山

混雑率（％）

平均混雑率183％
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働き方に関するアンケート調査

利用者アンケート 企業アンケート

アフターコロナにおける働き方を想定

調査方法：インターネット調査
調査期間：2020年6月25日～7月5日
調査対象：東急線アプリ利用者
回答数 ：有効回答数 6,760票

（約37万人にプッシュ通知を配信）

調査方法：インターネット調査
調査期間：2020年7月10日～7月31日
調査対象：東急グループ協力企業
回答数 ：有効回答数 224票

（約400社へ依頼）
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働き方に関するアンケート結果（概要）
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2019年中の平均 緊急事態宣言下 コロナ収束後（見通し）

利用時間帯の変化（時差出勤）

ピークが減少

ピーク後が増加
帰宅時間が前倒し

6.2 93.8 
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（埼玉県、千葉県、
東京都、神奈川県）

（地方、海外など）
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コロナ禍が原因で転居した/転居を考えている 転居はしない/考えていない

転居の意向

9割以上は転居の
意向なし

転居の意向あり
の場合の転居先
23区など都市部
も多い

コロナ中：緊急事態宣言下 コロナ後：2～3年後（治療薬あり）

2019年中の平均 緊急事態宣言下 コロナ収束後（見通し）

8.9% 8.0%

0.4%
4.9%

79.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

移転する可能性がある
(n=20）

規模を縮小する可能性がある
(n=18）

廃止する可能性がある
(n=1）

その他 (n=11） 変更の予定はない (n=179）

本社機能の移転・縮小の意向

２割弱の企業が本社機能の
移転・縮小を考えている

コロナ後も在宅勤務が定着する見通し ※複数回答可
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新型コロナウイルス感染防止対策
窓開け・抗菌加工等

窓開け つり革などの消毒
抗ウイルス・抗菌加工

自動改札機やEV、券売機など駅設備の
抗ウイルス・抗菌加工

混雑の見える化

LED蛍光灯一体型防犯カメラ

全車両に導入完了（2020年7月）
※こどもの国線除く

カメラ映像イメージ

防犯カメラを活用した混雑状況のリアルタイム配信を検討
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今後の取り組み（鉄道事業）
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【参考】 今後の取り組み（まちづくり）
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